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「デ ィスカ バ ー農 山 漁 村 の 宝 」に 選 定 された地 区 に 対しては、特 設

Ｗｅｂサ イト等 で 活 動 を紹 介 する ほ か、ＰＲ動 画 の 制 作 、交 流 会 、

メディア 媒 体 での 記 事 掲 載 など、全 国 へ 幅 広く発 信してい ます。 ｌ卜 卜 と 食ｙｊし こ 脾山 秘Ｍ･む
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取 組 紹 介 の

ＰＲ動 画

（グ ラ ン プ リ 地 区 ）
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ﾒデ ･イア 媒 体 (ア ウ モ 、ソ トコト Jで の 記 事 掲 載

Ｃ有 識者懇談会委員
ヽ･　環境 保 全 型 農 業 や 環 境 保 全 に つ なか･る

取 組 に 期 待しています。

'￥　１　特 別賞の分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ａ　

農 林 水 産 業 のグリーン 化 に 資 する取 組 等

li=　永 続 可 能 で将 粢 性 が あること、

ｉ　斬 新 な 情 報 発 信 を評 価 します

特 別 賞 の 分 野

企 業 と 地 域 の 連 携 や 情 報 発 信 、

デ ジ タ ル 化 に 関 す る 取 組 等
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－７村

司　
ｌ㈱ :読 売巨人軍代表取締役社長

あ ん ・ま くど な る ど　 上 智大学大学院 教授

棚 田 をはじめ、美 しい 景 観 の保 全 に 資 する

取 組 等 の 多くの 応 募 を期 待してい かす､、

地 域 資 源 力ヽ ら新 たな 価 値 を生 み 出 す

魅 力 的 な 皆 様 は日 本 の スターで す ！

負 特 別 賞 の 分 野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

美 しい 景 観 の 保 全 に 資 す る 取 組 等

特 別 賞 の 分 野 ‥

ユ ニ ーク なネ ーミン グ や 話 題 作 りで

注 目される取 組 等

田 中 里 沙 ｜事 業構想大学院大学学長
大 阪 芸術 大学 教 授

写 真 家
織 作 峰 子

地 域 で活 躍し てい る若 者 をはじめとした

取 組 を教 えてくた濕 り

特 別 貢の分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

高 校 ・大 学 生 などの 若 者 活 躍 や

食 料 安 全 保 障 強 化 に 資 する 取 組 等

教 えて い た だ け ます か つ

今 、夢 をも って 取 り 組 ん で い ることを Ｉ

特 別 賞 の分 野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

食 の 流 通 販 売 やマ ルシエなどの地 産 地 消 、

農 福 連 携 や森 林 の 維 持 活 用 の取 組 等
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空市陽代表取締役

国 立 科学 博 物 館顧 問

東 京 大学 名 誉 教授
林 良 博

特 にジヒ エ の･活 用 なと の 食 軻 の 活 用 の

取 組 に 期 待し ます

農 泊 や 観 光 な ど の 地 域 で の 取 組 を

待 ．て い ま す ！

特 別 賞 の 分 野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

交 流 人 口 や 関 係 人 口 の 拡 大 に 資 す る 取 組 等

ｉ　林 大田原 ﾂｰﾘｽﾞ 厶 代表取鯛食 i長

特 別 賞 の 分 野 ・

／高 品 質 な食 材 の 提 供 など食 材 に関 する取 組 等
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日 本 の お宝 食 材 をア クテ ･フ に

細 承 ・発 展 ・開 発され てい る方 久 集 まれｉ

日 霞 の 取 り組 みを情 報 発 信し 恁 値 を 高 め

輝 く宝 物 にしよう

特 別賞 の分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

６次 産 業 化 や 地 域 資 源 の 有 効 活 用 、１ 特 別 賞 の分 野

伝 統 野 菜 や 特 産 食 材 による郷 土 料 理 の 継 承 、

日 本 の 食 文 化 発 展 に 貢 献 する取 組 等

：フ ｰﾄジャｰナ ﾘスト 令和 6年 ６月 ７日 参j～8月 ９日
農 林 水 産 物 ・食 品 の輸 出 促 進 に資 する取 組 等
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お 問 い 合 わ せ 先

〒100-8950東 京 都千代田区 霞が関 1-2-1

電話（直 通）:03-3502-6001



「デ ィスカバ ー農 山 漁 村 の 宝 」と は
し　　　　　り

｢デ ィスカバ ー農 山 漁 村 の 宝 ｣選 定 証 授 与 式 (第 10回 選 定 )

「デ ィスカ バ ー農 山 漁 村 の 宝 」とは、「強 い 農 林 水 産 業 」、「美 しく活 力 ある 農 山 漁 村 」の 実 現 の ため、農 山 漁 村

の 地 域 資 源 を活 用した ､地 域 の 活 性 化 や 所 得 向 上 に 取り組 んでい る優 良 事 例 を選 定 し ､全 国 に 発 信 するもの で す。

平 成 26年 から実 施 し令 和 ５年 までに 315の 優 良 事 例 を選 定 しております 。

令 和 ５年 12月 ８日 に選定 証 授 与 式を三 田 共 用 会 議 所 にて開 催し、特 別賞 の発 表、有 識 者 懇 談 会 委 員からの

選 定 証 の 授 与、取 組 スピ ーチ の 発 表を行 い、第 ２部 では有 識 者 委 員 からの 激 励 を受 けるとともに、選 定 地 区

同 士 の交 流 会 を行いました。

募 集 する取 組
地 域 におい て、新 たな需 要 の 発 掘 ・創 造 や 潜 在してい る地 域 資 源 の 活 用 を行うことにより、農 林 水 産 業 ・地 域

の 活 力 創 造 につ ながる、次 の ① から ③ の い ずれかに 該 当 する取 組とします。

① 美しく伝 統ある農山漁 村の次世代への継承

② 幅広い分野・地 域との連携による農 林水産 業・農 山 漁 村の再生

③ 国内 外の新たな需要に即した農 林水 産業の実現

四
回 令 和 ６年

６月 ７日 ０～８月 ９日 Ｏ
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応 募 方 冫去　 応 募フォーム に必 要 事 項 を入力 い ただき、ダ ウンロ ードした応 募 用 紙
？
………い｡｡j｡-、　（Ｗｏrdフ ァイル）を添 付 のうえご 応 募ください 。

詳 細 は 右 の 二 次 元 コ ード (httpｓ://ｗｗｗ.diｓｃｏｖｅrｍｕrａｎｏtａｋａrａ.ｃｏｍ/ｓｅｎtej/)を

ご 確 認 く だ さい 。

選定方法　 ？T?懸 ザ 比 比 懸 町 讐し 雙 型？懸 燹l
さらに 選 定 された 優 良 事 例 の 中 からグランプ リ、優 秀 賞 及 び 特 別 賞 を選 定 します 。
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｢デ ィスカバ ー農 山 漁 村 の宝 ｣交 流 会 (第 10回 選 定 )
個 人 部 門

ﾘｰﾀﾞ ｰ的 な活 躍 をし て い る 者 等

個 人 向 け

ビ ジ ネ ス ・イ ノ ベ ーシ ョ ン 部 門

所得向上や雇用を生み出す取組等

団 体 向 け

コ ミ ュ ニ テ ィ・地 産 地 消 部 門

地 域活 動による活性化 の取 組等

団 体 向 け

令 和 ５年 12月 20日 に交 流 会を総 理 大 臣 官 邸にて開 催し、選 定地 区 の代 表 者 は内 閣 総 理 大臣 、内 閣 官 房

長 官、農 林 水 産 大臣 、地 方 創 生 担当 大臣 、総 理補 佐 官等 からの直接 の激 励を受けました。

特 長 の 際 立 つ 取 組 の 認 知 度 をさらに 向 上 させるため、選 定 された地 区 の 中 から、特 別 賞 を選 定

￥過 去 の 選 定 事 例 は こ ち ら か ら ／
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